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九
月
十
六
日
（
水
）
よ
り
新
島
学

園
短
期
大
学
の
社
会
連
携
講
座
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
初
は
四
月
末

ス
タ
ー
ト
の
予
定
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
授
業
が
行
え
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
秋
に
ス
ラ
イ

ド
。
全
十
一
回（
十
二
月
二
日
ま
で
）

ら
学
生
た
ち
に
語
り
掛
け
る
予
定
で

す
。そ
れ
を
受
け
て
学
生
た
ち
は「
何

の
た
め
に
働
く
の
か
？
」「
社
会
人

に
な
る
と
は
？
」「
ど
ん
な
人
生
を

送
り
た
い
か
？
」
な
ど
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
深
く
考
え
る
機
会
に
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
九
月
二
十
九
日
（
火
）
に

は
前
橋
国
際
大
学
の
企
業
人
オ
ム
ニ

バ
ス
講
座
が
ス
タ
ー
ト
（
初
回
は
学

校
に
よ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
）。
年
明
け

ま
で
続
く
全
十
五
回
の
講
座
で
、
こ

ち
ら
も
同
様
に
共
同
求
人
部
会
（
Ｇ

―
Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ
委
員
会
）
が
受
け

持
ち
、
会
員
経
営
者
十
三
名
が
「
仕

事
と
人
生
〜
環
境
・
経
験
・
思
い
〜
」

を
テ
ー
マ
に
熱
弁
を
振
る
う
予
定
で

す
。
同
大
で
の
出
前
授
業
は
四
年
連

続
四
回
目
。
例
年
五
十
名
以
上
の
学

生
が
選
択
す
る
人
気
講
座
と
な
っ
て

お
り
、
今
年
度
も
数
多
く
の
学
生
の

参
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と
い
う
言
葉

が
一
人
歩
き
す
る
な
ど
、
若
い
世
代

の
企
業
観
や
労
働
観
は
必
ず
し
も
肯

定
的
な
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
若
年
層
の
減
少
や
流
出

に
よ
る
労
働
力
不
足
が
社
会
問
題
化

す
る
な
か
、「
地
域
を
担
う
若
者
を

育
て
る
」
と
い
う
視
点
が
中
小
企
業

の
経
営
者
に
は
必
要
不
可
欠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
短
絡
的
な
採
用

活
動
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
長

期
的
な
ス
パ
ン
で
考
え
る
共
同
求
人

活
動
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

の
講
座
で
、
そ
の
う

ち
九
回
を
共
同
求
人

部
会
（
Ｇ
―
Ｂ
ｒ
ｉ

ｄ
ｇ
ｅ
委
員
会
）
が

受
け
持
ち
ま
す
。
同

大
へ
の
出
前
講
座
は

一
昨
年
か
ら
始
ま
っ

て
今
回
で
三
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

講
座
の
テ
ー
マ
は

「『
企
業
と
は
何
か
』

『
働
く
と
は
何
か
』

を
考
え
る
」。
各
支

部
の
支
部
長
を
中
心

に
選
任
さ
れ
た
会
員

経
営
者
九
名
が
、
自

身
の
人
生
経
験
や
企

業
の
仕
組
み
、
自
社

で
の
取
り
組
み
な

ど
、
様
々
な
視
点
か

新
島
短
大
＆
前
橋
国
際
大
で
講
座

共
同
求
人
部
会
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前
橋
支
部
で
は
八
月
十
九
日

（
水
）、
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前

橋
（
萩
原
社
長
、
前
橋
支
部
所
属
）

を
会
場
に
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
併
用
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
な
支
部
例

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
マ

ス
ク
着
用
・
検
温
・
消
毒
・
テ
ー
ブ

ル
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
設
置
な
ど
感

染
防
止
対
策
を
取
っ
た
設
営
で
参
加

者
を
迎
え
ま
し
た
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
、
整
骨
院
を
運
営
す
る
㈱
Ｂ
Ｏ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
、
社
長
・
入
澤
達

也
氏
（
前
橋
支
部
所
属
）
が
「
コ
ロ

ナ
に
負
け
な
い
健
康
づ
く
り
〜
鍛
え

る
な
ら
今
で
し
ょ
! !
〜
」
と
題
し
て

三
部
構
成
で
例
会
を
組
み
立
て
ま
し

た
。

　

第
一
部
・
講
義
で
は
、「
肥
満
と

疾
患
」
を
テ
ー
マ
に
、
肥
満
か
ら
併

発
さ
れ
る
様
々
な
疾
病
の
紹
介
や
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
の
必
要
性
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。入
澤
氏
は「
肥

満
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
健
康
リ
ス

ク
が
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
。
何
よ
り
も
大
切
な
健
康
に

つ
い
て
考
え
て
欲
し
い
」
と
、
参
加

者
に
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

第
二
部
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

は
、
自
宅
で
簡
単
に
出
来
る
運

動
を
中
心
に
、
参
加
者
全
員
で

体
を
動
か
し
ま
し
た
。
正
し
い

姿
勢
で
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
は
か

な
り
キ
ツ
く
、
開
始
早
々
太
も

も
が
悲
鳴
を
あ
げ
、
翌
日
の
筋

肉
痛
を
確
信
す
る
程
で
し
た
。

さ
ら
に
実
際
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
ス
ト
レ
ス
解
消
・
気
分
転

換
に
も
効
果
的
な
ミ
ッ
ト
打

ち
の
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　

第
三
部
で
は
、
一
部
・
二

部
を
終
え
て
何
に
気
づ
き
、
こ
れ
か

ら
何
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
を
グ

ル
ー
プ
討
論
で
共
有
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
健
康

管
理
は
重
要
。
覚
悟
を
決
め
て
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
取
り
組
み
た
い
」「
経
営

者
の
健
康
も
大
事
だ
が
、
社
員
の
健

康
も
効
率
や
生
産
性
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
の
で
は
」「
運
動
が
ス
ト
レ
ス

解
消
や
気
分
転
換
に
つ
な
が
る
事
を

再
認
識
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
綴

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

例
会
後
に
は
同
会
場
に
て
有
志
の

懇
親
会
を
開
催
。
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

越
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、
例
会
後
に

会
員
同
士
が
講
師
（
報
告
者
）
を
囲

ん
で
交
流
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
コ
ロ

ナ
に
負
け
ず
し
っ
か
り
と
対
策
を
講

じ
て
活
動
す
る
大
切
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
健
康
づ
く
り

前
橋
支
部
８
月
例
会

コロナで疲れた心身を癒す
� （納涼例会）

伊勢崎支部８月例会

　

八
月
二
十
五
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
伊
勢
崎
支
部
八
月

例
会
（
納
涼
例
会
）
を
開
催
。
伊
勢

崎
市
出
身
の
フ
ル
ー
ト
奏
者
・
宮
川

彩
音
さ
ん
と
北
爪
千
尋
さ
ん
の
デ
ュ

オ
演
奏
、
屋
外
で
の
グ
リ
ル
料
理
や

美
味
し
い
お
酒
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
音
楽
に
親
し
み
、
学

生
時
代
に
は
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

受
賞
歴
の
あ
る
宮
川
さ
ん
と
北
爪
さ

ん
。
小
柄
で
華
奢
な
容
姿
と
は
裏
腹

に
「
テ
ィ
コ
・
テ
ィ
コ
」「
ア
レ
グ

ロ
」「
は
な
み
ず
き
」「
茶
摘
み
」
な

ど
全
六
曲
を
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
力

強
い
音
色
と
繊
細
な
表
現
力
で
披
露

（
特
に
茶
摘
み
は
圧
巻
）。
参
加
者
は

お
二
人
が
奏
で
る
心
地
よ
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

会
場
設
営
や
料
理
・
飲
み
物
の
提

供
方
法
な
ど
、
プ
ラ
ザ
・
ア
リ
ア
さ

ん
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
お
か
げ

で
、
安
心
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
今
回
の
納
涼
例
会
。「
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
さ
ん
を
応
援
し
よ
う
！
」
が

企
画
趣
旨
の
一
つ
で
し
た
が
、
集

ま
っ
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
コ
ロ

ナ
で
疲
れ
た
心
身
を
癒
す
貴
重
な
懇

親
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
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暑気払いＢＢＱ開催

コロナ禍で試される経営のあり方

沼田支部８月例会

高崎支部８月例会

　

沼
田
支
部
で
は
、
八
月
二
十
日

（
木
）、
㈲
果
実
庭
（
桑
原
社
長
、
沼

田
支
部
所
属
）
を
会
場
に
支
部
例
会

「
暑
気
払
い
Ｂ
Ｂ
Ｑ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

企
画
の
段
階
か
ら
、
野
菜
生
産
な

ど
食
品
に
関
連
す
る
企
業
の
多
い
沼

田
支
部
の
特
徴
を
活
か
し
、
材
料
の

持
ち
込
み
を
依
頼
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
当
日
は
昭
和
村
の
野
菜
を
中
心

に
、
こ
ん
に
ゃ
く
製
品
、
お
寿
司
、

お
酒
、
自
身
で
釣
り
上
げ
た
イ
カ
の

刺
身
な
ど
、
沢
山
の
食
材
が
集
ま
り

ま
し
た
。
な
か
で
も
、
生
で
食
べ
ら

れ
る
と
う
も
ろ
こ
し
は
、
そ
の
甘
さ

に
「
初
め
て
食
べ
た
が
、
歯
ご
た
え

と
甘
さ
に
感
動
し
た
」
と
い
う
声
が

多
く
聞
か
れ
「
一
本
丸
ご
と
食
べ
る

と
お
腹
を
壊
す
恐
れ
が
あ
る
」
と
い

う
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
そ
の
感
動
の
前
で

は
届
か
な
い
よ
う
で
、
食
べ
終
え
た

芯
が
積
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
コ
ロ

ナ
も
暑
さ
も
忘
れ
る
賑
や
か
な
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
開
放
的

な
場
で
お
酒
も
入
り
、
こ
の
空
間
で

し
か
聞
け
な
い
話
な
ど
、
後
々
の
会

員
同
士
の
結
束
や
信
頼
関
係
構
築
に

有
効
な
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
四
日
（
月
）、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
併
用
）
を
会
場

に
「
高
崎
支
部
八
月
例
会
」
を
開
催
。

住
宅
設
備
機
器
等
の
責
任
施
工
付
き

販
売
を
手
掛
け
る
末
高
販
売
㈱
、
代

表
取
締
役
・
水
野
龍
太
氏
（
高
崎
支

部
）
が
報
告
者
を
務
め
、「
和
の
合

う
環ば

し
ょ境

を
つ
く
る
た
め
に
〜
コ
ロ
ナ

禍
で
試
さ
れ
る
経
営
の
あ
り
方
〜
」

を
テ
ー
マ
に
自
身
の
経
営
体
験
を
語

り
ま
し
た
。「
和
の
合
う
場
所
を
つ

く
る
」
は
同
社
の
経
営
理
念
。

　

水
野
氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
手

元
資
金
の
確
保
」「
社
員
と
の
危
機

感
の
共
有
」な
ど
の
対
応
策
に
続
き
、

こ
れ
ま
で
経
営
指
針
に
基
づ
い
て
実

践
し
て
き
た
「
付
加
価
値
の
高
い
仕

事
づ
く
り
」「
財
務
体
質
の
強
化
」「
社

員
の
成
長
を
促
す
制
度
整
備
」
な
ど

の
詳
細
を
解
説
。
報
告
の
ま
と
め
で

は
「
コ
ロ
ナ
に
関
係
な
く
大
切
な
軸

（
理
念
）
は
変
わ
ら
な
い
。
今
、
経

営
の
あ
り
方
が
試
さ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
の
試
練
を
皆
で
乗
り
越
え
よ

う
」と
参
加
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
経
営
に
と
っ
て

大
切
な
こ
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
「
水
野
さ
ん
の
変
化
・

成
長
を
感
じ
る
素
晴
ら
し
い
報
告
」

「
経
営
理
念
を
判
断
基
準
に
す
る
大

切
さ
」「
傾
聴
。
社
員
の
声
や
仲
間

の
声
を
経
営
に
生
か
す
」
な
ど
の
感

想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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八
月
二
十
七
日
（
木
）、
桐
生
市

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
併

用
）
を
会
場
に
「
桐
生
支
部
八
月
例

会
」
を
開
催
。
自
動
車
用
プ
レ
ス
金

型
・
フ
ィ
ン
ガ
ー
設
計
・
製
作
の
㈱

邦
和
、
代
表
取
締
役
・
丹
羽
孝
宜
氏

（
桐
生
支
部
）が
報
告
者
を
務
め
、「
有

事
に
も
揺
る
が
な
い
会
社
へ
〜
何
の

た
め
の
経
営

か
？
暗
中
模

索
の
十
年

〜
」
を
テ
ー

マ
に
自
身
の

経
営
体
験

を
語
り
ま
し

た
。

　
「
経
営
指

針
を
つ
く
る

会
」
へ
の
参

加
か
ら
経
営

理
念
の
策

定
、
財
務
分

析
・
顧
客
分

析
・
商
品
分

析
な
ど
を
徹

底
し
て
行

い
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
実

践
し
て
き
た

社
内
改
革
と

仕
入
先
・
顧

客
・
金
融
機

関
に
対
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
「
揺
る

が
な
い
」
と
言
い
切
れ
る
根
拠
を
、

強
靱
な
財
務
状
況
を
示
し
な
が
ら
説

明
し
ま
し
た
。
最
後
に
「
債
務
超
過

か
ら
十
年
か
け
て
現
在
の
状
況
に

な
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
何
の
た
め

の
経
営
だ
っ
た
の
か
？
今
後
ど
う
す

る
つ
も
り
？
」
と
、
ま
だ
自
身
で
明

確
な
答
え
が
見
い
出
せ
な
い
問
い
を

参
加
者
へ
投
げ
掛
け
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
何
の
た
め
の
経
営

か
？
」を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
。

「
自
分
の
た
め
、
社
員
の
た
め
、
地

域
の
た
め
、
社
会
の
た
め
」「
会
社

の
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
〝
何
の
た
め

に
〟
は
変
わ
っ
て
良
い
」「
永
遠
に

経
営
者
が
問
わ
れ
続
け
る
課
題
」
な

ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

有
事
に
も
揺
る
が
な
い
会
社
へ

桐
生
支
部
８
月
例
会

断密でバーベキュー（納涼会）

　

八
月
八
日
（
土
）、
富
岡
安
中
支

部
は
、
山
一
製
作
所
の
中
工
場
を
会

場
に
、「
断
密
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
が
主
流
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、「
た
ま
に
は
み
ん
な

で
顔
を
合
わ
せ
て
語
り
合
い
た
い
」

と
の
こ
と
か
ら
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
他
支
部
会
員
や
家
族
も
交

え
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
配
り

な
が
ら
、
楽
し
く
飲
ん
で
語
り
合
い

ま
し
た
。

　
「
し
ば
ら
く
！
元
気
だ
っ
た
？
」

と
い
う
挨
拶
や
笑
い
声
が
あ
ち
こ
ち

で
聞
か
れ
、
午
後
三
時
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
納
涼
会
は
楽
し
さ
の
あ
ま
り

時
の
経
つ
の
も
忘
れ
、
気
づ
け
ば
七

時
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。

富岡安中支部８月例会
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部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

〒379-2123
前橋市山王町1－19－14
TEL 027-212-3312
FAX 027-266-8288
http://www.s-t-b.jp

産業廃棄物収集運搬
産業廃棄物リサイクルの提案
一般貨物自動車運送
塗装プラント清掃

株式会社 エスティビー
限りある資源を、次世代へ

Stability Topline Business Co.,Ltd.

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

　

八
月
二
十
五
日
、
渋
川
吾
妻
支
部

は
「
会
員
応
援
企
画
・
第
一
弾
」
と

し
て
、
い
か
ほ
秀
水
園
に
て
一
泊
例

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
同
館
の
飯
野
社
長
が

「
コ
ロ
ナ
禍
体
験
記
」
と
題
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
や
同
館
と
し
て
の
取
り
組
み
な

ど
、
こ
の
間
の
厳
し
い
状
況
を
ど
の

よ
う
に
乗
り
越
え
て
き
た
か
（
本
人

曰
く
、
ま
だ
途
中
経
過
）
を
率
直
に

報
告
し
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
明
る
く
元
気
に

語
っ
た
飯
野
氏
で
す
が
、
休
業
に
踏

み
切
っ
た
心
境
や
、
原
点
に
立
ち

返
っ
て
今
後
ど
ん
な
旅
館
と
し
て
生

き
て
い
く
の
か
等
々
、
全
社
的
な
奮

闘
記
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
変
さ

が
ヒ
シ
ヒ
シ
と
伝
わ
り
、
参
加
者
も

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も
感
動
的

に
聴
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
微
力
な
が
ら
応

援
し
ま
す
」
な
ど

の
感
想
が
語
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
納
涼

会
。
久
し
ぶ
り
に

顔
を
合
わ
せ
た
仲

間
も
い
て
、
楽
し

い
交
流
の
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。

　

尚
、次
回
は「
会

員
応
援
企
画
・
第

二
弾
」
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

会
員
企
業
応
援
企
画
・
第
一
弾

渋
川
吾
妻
支
部
８
月
例
会

『同友ぐんま（通常号）』 広告募集

＊掲載を希望される場合は、同友会事務局までご連絡をお願いいたします

群馬中小企業家同友会・事務局
TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666

［広 告 料］ 2万円（一口×6回掲載）
［スペース］ 縦44mm×横87mm（一口分）
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イチオシ

会員企業紹介
わが社の

㈱小淵警備保障
常務取締役  小淵豊太郎 氏（伊勢崎支部所属）

立ち仕事の疲労を軽減
　　　  足トレＷＯＲＫ

▼
会
社
紹
介
＆
自
己
紹
介

　

弊
社
は
交
通
誘
導
警
備
や
施
設
警

備
な
ど
を
行
う
会
社
で
す
。
特
に
大

人
数
の
交
通
誘
導
警
備
に
強
み
を

持
っ
て
お
り
、
そ
の
他
に
工
事
現
場

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
ト
イ
レ
カ
ー

貸
出
事
業
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。「
日

常
を
見
守
る
」
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も

と
、
お
客
様
や
社
員
、
地
域
の
人
々

が
安
心
・
安
全
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
日
々
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
二
〇
一
四
年
、
事
業
継
承
を

視
野
に
入
社
し
ま
し
た
。
当
初
は
警

備
に
関
す
る
専
門
知
識
が
な
く
、
現

場
で
先
輩
隊
員
に
色
々
と
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
が
隊
員
の

Q 

&

      

A

▼
課
題

　

弊
社
は
小
売
業
の
経
験
が
な
く
、

販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
い
に
等
し
い
状

態
で
す
。
小
売
業
に
つ
い
て
一
か
ら

勉
強
し
、
社
内
で
も
議
論
を
重
ね
、

効
率
良
く
販
売
で
き
る
体
制
を
確
立

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
立
ち
仕
事
疲
労
軽
減
の
課

題
は
、
何
も
警
備
業
に
限
っ
た
話
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ー
ビ
ス
業
を
始

め
、医
療
・
介
護
、製
造
業
な
ど
、様
々

な
業
種
に
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
各
業
界
の
立
ち
仕
事
を
細
か
く

研
究
し
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
に
沿
っ
た

イ
ン
ソ
ー
ル
開
発
に
も
注
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

▼
展
望

　

こ
れ
か
ら
も
「
日
常
を
見
守
る
」

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
警
備
業
界

だ
け
に
縛
ら
れ
な
い
様
々
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
警
備
業
の
一

員
と
し
て
業
界
の
発
展
に

も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
規
模
や
売
上
で
は

な
く
、
取
り
組
み
や
働
き

や
す
さ
、
工
夫
や
ア
イ
デ

ア
な
ど
で
差
別
化
を
図

り
、
業
界
全
体
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

労
働
環
境
改
善
や
警
備
業
に
必
要
な

各
種
資
格
の
取
得
な
ど
に
つ
な
が

り
、
現
在
は
全
国
警
備
業
協
会
の
委

嘱
を
受
け
て
警
備
検
定
の
講
師
も
務

め
て
い
ま
す
。

▼
イ
チ
オ
シ

　
「
足
ト
レ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
」
を
㈱
Ｂ
Ｍ

Ｚ
（
み
な
か
み
町
）
と
共
同
開
発
し
、

九
月
よ
り
販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。立
ち
仕
事
や
外
回
り
仕
事
な
ど
、

働
く
人
を
足
元
か
ら
応
援
す
る
機
能

性
イ
ン
ソ
ー
ル
で
、
肩
や
腰
の
コ
リ

（
疲
労
軽
減
）
に
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
ま
た
、
足
の
骨
格
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
効
果
も
あ
り
、
姿
勢
改
善
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

感
覚
的
な
印
象
だ
け
で
な
く
、
実

際
に
疲
労
を
和
ら
げ
る
科
学
的
な
根

拠
を
得
る
た
め
、
高
崎
健
康
福
祉
大

学
・
中
村
講
師
と
連
携
し
、
弊
社

十
二
名
の
隊
員
を
対
象
に
し
た
実
証

試
験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

業
務
前
後
の
筋
硬
度
・
乳
酸
値
が
優

位
に
低
下
す
る
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

価
格
は
二
〇
〇
〇
円
（
税
別
）。

弊
社
に
直
接
お
問
い
合
せ
い
た
だ
く

か
、
Ｂ
Ｍ
Ｚ
さ
ん
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ご

購
入
い
た
だ
け
ま
す
。
今
後
は
弊
社

Ｈ
Ｐ
で
も
購
入
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
よ
り
お
買
い
求
め
や
す
い
環

境
を
整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

▼
経
緯

　

自
分
が
警
備
の
現
場
に
立
っ
て
特

に
感
じ
た
の
は
「
足
の
疲
労
感
」
で

し
た
。
ま
た
、
業
界
全
体
で
六
十
五

歳
以
上
の
方
が
約
三
〇
％
を
占
め
て

お
り
、
弊
社
で
も
高
齢
隊
員
が
多
数

活
躍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
隊
員
た

ち
の
疲
労
を
軽
減
す
る
良
い
方
法
は

な
い
か
」と
常
々
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
二
〇
一
八
年
の

秋
に
群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー

ド
を
通
じ
て
イ
ン
ソ
ー
ル
メ
ー
カ
ー

の
Ｂ
Ｍ
Ｚ
さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
弊
社
・
Ｂ
Ｍ
Ｚ
・
中
村
講

師
の
三
者
で
「
立
ち
仕
事
疲
労
軽
減

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

前
述
の
実
証
試
験
な
ど
を
経
て
、
今

回
の
発
売
に
至
り
ま
し
た
。

所在地／伊 勢 崎 市 柴 町 7 3 8 − 3
連絡先／T E L 0 2 7 0 − 3 1 − 3 6 0 0
ＵＲＬ／ht tps : //obuch i - ke ib i . co . j p
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同友会のホームページで
会員検索できます。 コーヒー専門店大和屋（㈱大和屋、取締役会長・平湯正

信氏／高崎支部所属）とのコラボレーション商品「群馬
ファーマーズプリン『大和屋コーヒー』」と「高崎フィ
ナンシェ『大和屋コーヒー』」を 10 月 31 日までの期間
限定で販売する。新商品のプリンは、セレンディップの
「群馬ファーマーズプリン」に、大和屋のオリジナルコー
ヒーを合わせたもの。深いりのオリジナルブレンド豆を
使用し、コーヒーの抽出方法にこだわった一品。フィナ
ンシェは、ブラジル産の浅いりのコーヒー豆を細かく粉
末状にし、生地に練り込んだ。価格はプリンが税込 500
円（テークアウト 550 円）、フィナンシェが 200 円（テー
クアウトのみ）。セレンディップ本店やイーサイト高崎
店、大和屋高崎本店のほか、楽天市場、47CLUB の通販
サイトにて販売する。
  ［９／３付ぐん経］

【ブロックに除菌効果】
� ㈱コモチ
　コンクリートブロック製造の㈱コモチ（専務取締役・
齋藤和子氏／渋川吾妻支部所属）は、除菌効果がある光
触媒と銀銅粉が入った特殊液剤でコーティングしたコン
クリートブロック「FUMU」を発売した。事務所前や玄
関先に設置し、入る前に数回踏んで使う。コンクリート
なので耐久性もあるという。ホームセンター「カインズ」
のオンラインショップで販売している。価格は 3,980 円。
問い合わせは同社（TEL0279-23-0615）へ。
  ［９／５付上毛］

【屋根の上のヤギ】
� ㈱三光ホールディングス
　野菜とその加工品などの生産、販売を手掛ける農業法
人、三光ファーム（㈱三光ホールディングス、代表取
締役・廣瀬光昭氏／前橋支部所属）の直売所（高崎市京
目町）では、芝を敷いた屋根でミニヤギを放し飼いして
いる。屋根でのんびり雑草を食む姿が、買い物客らの笑
顔を誘っている。ヤギの名前は「サン君」。生後９カ月、
約 15㌔の体を、同社の廣瀬光昭社長が優しく抱き上げて
屋根に放つと、縦横無尽に駆け回った。サン君は “社員 ”
として、10 日に初出勤。雑草を食べる業務が与えられて
いる。屋根には日陰がないため、放し飼いは不定期で実
施する。
  ［９／ 11 付上毛］

【吉岡支店内に個人相談拠点】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中支
部所属）は、吉岡町の総社吉岡支店内に完全予約制の個
人総合相談プラザ「ha na soh（はなそう）」を開設する。
17 日から予約を受け付けており、10 月４日から土日限
定で営業する。資産運用や相続、ローン、年金など個人
からのお金に関するあらゆる相談を受け付け、専門職員
が対応する。平日の日中に来店しづらい若年層が利用し
やすいように、ショッピングモール内にある同支店に開
く。同金庫として個人向けの相談拠点を設けるのは初め
て。営業統括部は「身近な存在であり続けるという思い
を込めた名称にした。幅広いお客さまのニーズに応えた
い」と話す。営業時間は午前10時〜午後７時。予約はホー
ムページから。問い合わせは同部（TEL027-388-9616）へ。
  ［９／ 18 付上毛］

【超抗菌ドアノブ回し開発】
� ㈱丸山機械製作所
　機械装置の設計開発、製造などを手掛ける㈱丸山機械
製作所（常務取締役・谷口秀和氏／高崎支部所属）はこ
のほど、一般客に向けた初の自社商品となる「折り畳み
式　超抗菌ドアノブ回し」を開発した。多彩な機能と抗
菌性が特徴の商品だ。超抗菌ドアノブ回しは、協力会
社からの依頼を受けて製品化したもの。コロナ禍で多数
の類似商品が流通する中、接触部が収納できる折り畳み
式とすることで差別化を図った。本体には銅を使用し、
JCDA0501 規格（超抗菌銅材料および超抗菌銅製品の性
能基準）に準拠した製品として「CU STAR認証」を受
けた。一般販売を前に、20 日からクラウドファンディン
グを活用して製作資金の調達を始め、24 日までに 23 万
4,900 円の支援を集めた。また、Ｂ to Ｃ商品の開発・販
売が初となる同社では、今後の量産化に向けてクラウド
ファンディングを通して利用者の声を集め、商品のさら
なる改良につなげたい考え。
  ［８／ 27 付ぐん経］

【新旧の名車大集合】
� NPO法人�Way�To�The�Dream
　スーパーカーやクラシックカーの展示イベント「道の
駅おおた・サンブレフェスタ」が 30 日、太田市の道の
駅おおた（NPO法人Way To The Dream、理事長・増
田一成氏／太田支部所属）で開かれた。日本や欧州の往
年の名車、新型高級車など約 30 台が並び、来場者を楽
しませた。ランボルギーニやフェラーリなど欧州の高級
車や「スバル 360」といった日本の名車が集まった。来
場者は、車のロゴマークをスマートフォンで撮影したり、
家族で記念写真を撮ったりして楽しんでいた。
　荻野武駅長は「新型コロナウイルスの感染状況による
が、今後も定期的に開きたい。将来的には全国から多く
の車が集まるイベントにしたい」と語った。
  ［８／ 31 付上毛］

【ロボット草刈り機を販売】
� ㈱高崎松風園
　エクステリア・ガーデニングを手掛ける㈱高崎松風園
（代表取締役・山口俊輔氏／前橋支部所属）は、８月か
らロボット草刈り機「ロボモア」の販売を開始した。同
製品は和同産業（岩手県）が開発したもので、高崎松風
園は群馬で唯一の販売代理店となる。同製品は草刈りに
伴う作業を完全自動化。天候・場所・時間を問わず、草
刈り・帰還・充電すべて自動で行われる。電源のない
果樹園などでの使用を想定し、太陽光パネルなどのオプ
ションも用意している。価格は税別 45 万円。
　同社営業企画室の矢野剛室長は「１年前からロボット
芝刈り機を扱っているが、20 台くらい売れた。草刈り機
の方もニーズがあるだろうと見込んで今回の販売となっ
た。いろんなシーンで利用してもらえれば」と話してい
る。
  ［９／３付ぐん経］

【コーヒーとプリンの融合】
� ㈱大和屋
　プリンとアップルパイの専門店セレンディップは、
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日
時　

九
月
一
日
（
火
）

※ 

第
五
回
理
事
会
は
、
前
回
に
引
き

続
き
同
友
会
事
務
所
と
ウ
ェ
ブ
を

併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
山
岸
、
澤
浦
、
田

村
、提
箸
、町
田
、常
任
理
事
／
戸
塚
、

吉
池
、本
多
、佐
藤
、周
藤
、海
老
沼
、

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

第5回
新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

９月度常任理事会承認

〒370-1613　多野郡上野村勝山696-3

　「人が人として幸せに生きられるお手伝い」
をコンセプトに設立した弊社は、頭脳労働の
何でも屋を自負し、皆様の「困った」を「ワクワ
クドキドキ」に変えるため、地域活性化支援か
ら木くずの燃料化までやっています。

ＴＥＬ：0274−20−7620
ＦＡＸ：0274−20−7621

技術コンサルタント

【紹介者／浅井明美】
哲学者・内山節さんの講演会参加

富
岡
安
中
支
部

エムラボ㈱

代表取締役
三　枝　孝　裕

S56年生

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

糖度10のトマト「SWEET10」が好評です

小
林
、阿
久
戸
、佐
藤
、理
事
／
杉
﨑
、

高
屋
敷
、
榎
原
、
神
保
、
小
鮒
、
関

口
、
事
務
局
／
黒
岩
、
阿
久
澤
、
竹

内
（
役
員
計
二
十
名
）

【
議　

事
】

　

周
藤
研
究
集
会
実
行
委
員
長
が
議

長
を
つ
と
め
、
田
村
代
表
理
事
挨
拶

の
も
と
、
第
五
回
理
事
会
開
会
。

「
社
会
経
済
活
動
再
開
に
向
け
て
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
改
め
て

確
認
し
ま
し
た
。

③
県
か
ら
の
依
頼
で
産
業
雇
用
安
定

セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

④
近
々
実
施
予
定
で
あ
る
全
国
の
会

員
を
対
象
と
し
た
四
回
目
の
コ
ロ
ナ

関
連
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
協
力

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
一
名

を
承
認
。
会
員
数
は
五
三
四
名
と
な

り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

全
体
で
業
種
毎
の
近
況
報
告
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

２
．
第
六
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
十
月
六
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員

会
等
の
案
内
報
告

　

各
組
織
代
表
者
よ
り
、
活

動
報
告
や
今
後
の
計
画
、
依

頼
事
項
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

２
．
そ
の
他

①
専
門
家
登
録
と
利
用
者
募

集
に
つ
い
て
、
東
京
同
友
会

か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
「
中
小

企
業
デ
ジ
タ
ル
化
応
援
隊
事

業
」
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

②
過
日
変
更
と
な
っ
た
県
の


